






























































































































































































































ルであった． これは10年前の1995年の輸  
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な評価もある． 46  さらに，中国は将来の
中東に対するひとつの「政治的な緩衝地
帯」を形成するようになるという見方もあ
る． 47  しかし，これらの仮説は中国国内
政治の安定性が持続的に維持される場合に
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